
1. 国営東播用水二期農業水利事業の更新整備と継承の取組み

田井 真和・堀内 正之

本地区の農業水利施設は，淡河川・山田川疏水（淡山疏水）

として明治・大正期に完成し，江戸中期の構想から約150 年か

けた悲願が実現した。現在では世界かんがい施設遺産として登

録され，土地改良区では博物館を設置し，広く啓発活動を行っ

ている。一方，国営東播用水農業水利事業（昭和45〜平成4年

度）では，3つのダムや導幹線水路等を建設し，淡山疏水を包括

した壮大な水利ネットワークが構築された。本報では，施設の

老朽化や営農形態の変化による用水不足など新たな課題に対応

するため，平成 25 年度より着手された国営東播用水二期農業

水利事業での更新整備にかかる淡山疏水の統廃合，農業用水再

編など特徴的な実施内容とともに，一部廃用する淡山疏水の利

活用方策の検討など地域の水利遺産を将来に継承するための取

組状況について報告する。

（水土の知86-7，pp.3〜6，2018)

東播用水，淡山疏水，老朽化，農業用水再編，小水力発電，

疏水閉塞

2. 京都府における農村集落対策の取組み

長塩 泰治・高見澤 花

本報では，京都府における農村集落対策の取組みについて紹

介した。京都府の農業・農村地域における，農業者数や過疎化

・高齢化集落数の推移などから，京都府では，都市部に先立ち，

本格的な人口減少や高齢化の局面に立つ，中山間地域などの農

村の維持・再生につなげることを府政の重要課題と位置づけて

いる。その解決のために，これまで京都府の農村集落対策とし

て実施してきた，「命の里」事業や移住促進の取組みについて紹

介し，さらに，平成29 年度にその対策を発展させ，地域外から

の協力・参画を得ながら，多機能で経済活動を担う持続可能で

自立的な農村コミュニティの構築をめざすための施策を新たに

位置づけたので，その概要を紹介する。

（水土の知86-7，pp.7〜10，2018)

アクションプラン，農村集落，命の里，里の仕事人，里の

公共員

3. 「農空間づくりプラン」の推進と今後の方向性

（豊能町牧地区の取組み）

日根 直哉・日根沙智子・丹後 晋哉

本報の事例地区である豊能町牧地区では，平成 24 年に協議

会を設立し，地区外からのボランティアなどとの協働により，

遊休農地解消などの活動を行ってきた。活動は徐々に地区にも

定着し，都市住民とのつながりも生まれ，地区ににぎわいをも

たらしている。しかしながら，営農環境の整備や担い手の確保

など，地域農業の継続への課題は残っていたため，平成 28 年

以降は，今後の地区農業やその実現のための方策を盛り込んだ

計画を策定し，次代に継承していくための新たな取組みを進め

ている。大阪府では，このような地域単位での農地利用の促進

に向けた取組みを制度として，条例に位置付け，各地域の農空

間を将来にわたって，保全・活用できるよう進めていく。

（水土の知86-7，pp.11〜14，2018)

地域づくり，農空間づくりプラン，農地保全，遊休農地，

将来像

4. 手取川における濁水発生が下流扇状地の

農業用水・地下水・生態系に及ぼす影響

田中 健二・瀬川 学・藤原 洋一

瀧本 裕士・一恩 英二

手取川上流域で発生した大規模な土砂崩壊により，手取川本

流において高濃度濁水が発生した。こうした状況により下流扇

状地では，濁水が農業用水，地下水，生態系に及ぼす影響が懸

念されており，水田減水深調査，沈砂池の堆砂量調査，河川流

量観測，生態系調査を実施し，濁水発生前後で結果を比較した。

その結果，水田浸透量は手取川右岸の扇央部と扇端部で減少し

た地区がみられたが，手取川左岸では沈砂池の影響により，農

地への土砂流入を抑制していることを確認した。扇状地の地下

水涵養量は，水田および河川からの涵養量が減少したことが明

らかとなり，実際の地下水低下量と整合した結果が得られた。

また，トミヨの個体数は激減していることがわかり，その原因

に地下水低下による水涸
が

れが考えられた。

（水土の知86-7，pp.15〜18，2018)

土砂崩壊，地下水位低下，水田浸透量，沈砂池，河川伏流

量，湧水源

農業農村工学会誌 第 86巻第 7号 報文・技術リポート・講座内容紹介

小特集 近畿の農業農村整備事業と京都支部の研究紹介

特集の趣旨

平成30 年度の大会講演会は京都支部が担当し，京都大学吉田キャンパス（京都市）にて開催される。本小特集では，大会

講演会の開催にあたり，京都支部を特徴づける実務（事業）と研究の両者を紹介することを意図し，近畿地方を代表する農

業農村整備事業とともに平成28・29 年度の京都支部賞研究奨励賞を受賞した研究について紹介を行う。



5. 弾性波エネルギ指標に基づく

多孔質材料の材質評価法の開発

島本 由麻・鈴木 哲也

本報では，もみ殻灰を混和したセメント改良土において，AE

法を導入した圧縮強度試験を実施し，AE発生頻度とAEエネ

ルギ指標から多孔質材料を対象とした精緻な材質評価を試み

た。検討の結果，AEパラメータである β値を用いることで力

学指標では明らかにすることができない詳細な材質や破壊挙動

を評価できることが示唆された。加えて，圧縮ひずみ0.2 ％ま

での累積AE エネルギと粒子結合力との間に負の相関が明ら

かになったことから，累積AEエネルギ指標が多孔質材料の粒

子結合力を表す有効な指標であることが示唆された。これらの

ことから，各種応力場において発生する弾性波のエネルギ強度

に着目することで，材料の微細構造やその結合力を考慮した精

緻な材質評価が可能になるものと推察される。

（水土の知86-7，pp.19〜22，2018)

多孔質材料，材質評価，エネルギ特性，AE，もみ殻灰，

セメント改良土

6. サクション制御下における抜根試験および根-土接触解析

友部 遼・藤澤 和謙・村上 章

根混じり土の力学挙動を明らかにし，その予測シミュレータ

を開発することは，わが国における農業生産性の向上や斜面減

災に貢献する。著者らは，根混じり土の変形問題を，根と土の

摩擦接触問題であるととらえ，数値解析による現象の予測を目

指している。これまでに，こうした局所スケールでのモデル化

において不可欠な，根-土接触面のせん断強度特性をサクショ

ン制御下で計測する抜根試験機の開発を行った。結果として，

根-土接触面においてサクションの変化によるせん断強度の変

化を確認した。現在，本試験結果を，実問題である根混じり土

の変形予測に適用するため，その予測シミュレータを開発して

いる。

（水土の知86-7，pp.23〜26，2018)

根-土接触面，抜根試験，数値解析，倒伏，サクション

（技術リポート：北海道支部）

農業高校の生徒による雪冷熱を利用した取組み

阿部 善史

本報では，豪雪地帯に位置する北海道岩見沢農業高等学校の

「プロジェクト学習」で実施した農業高校の生徒による雪冷熱

利用の取組みと地域発の普及活動を紹介する。まず，同校内に

造成した雪山に“もみ殻”を被覆して夏季までの保存を試みた。

小型UAVを利用して表面温度を測定し，温度が高いと判別さ

れた箇所にもみ殻を追加被覆し，融雪量の抑制をすることがで

きた。また，アスパラガスの苗上に勾配を付けて堆雪させるこ

とにより収穫時期を2週間程度遅延させた。さらに，雪室を利

用して桜の苗木を保管し，7月の学校祭に開花させることに成

功した。こうした雪冷熱利用の活動について地域連携を通じて

情報発信することにより，北海道内外の多くの世代にPRでき

た。

（水土の知86-7，pp.28〜29，2018)

雪冷熱利用，豪雪地帯，農業高校の生徒，プロジェクト学

習，生育抑制栽培，地域連携，情報発信

（技術リポート：関東支部）

国営大井川用水地区における改築推進工法の施工例

三木 秀一・白鳥 勝弘・鷲津 瑛子

国営大井川用水農業水利事業所では，平成 21 年度から地域

用水機能の維持・増進を図るため，農業用水路の再整備を行っ

ている。しかし，造成後 40 年以上が経過し受益地および周辺

地域で宅地開発が進むなど，用水路周辺の環境は大きく変化し

ており，周辺住民に配慮した工事の施工が求められている。平

成 28 年度に行った用水路整備工事は，近隣に民家が密集する

区間において，道路下に埋設されている既設管を撤去し管を新

設するものである。その際，開削工法の場合，住民の生活環境

に多大な影響を与えるおそれがあることから，非開削工法で既

設管の取壊しも可能な「改築推進工法」を選定した。そこで，

本報は，土地改良事業では初の採用となった「改築推進工法」

について報告する。

（水土の知86-7，pp.30〜31，2018)

改築推進工法，既設管の取壊しおよび新設，住宅密集地，

生活環境への配慮，カッターヘッド

（技術リポート：京都支部）

発電のための豊水水利権の取得

宮﨑 雅仁・砂山 晴香

平成28 年 10 月 29 日，富山県下新川郡朝日町山崎地内にお

いて，農業水利施設を利用した小水力発電所が完工した。この

発電所は，富山県東部に位置する二級河川小川水系小川に設置

された小川頭首工より取水し，共通幹線水路を約700m流下し

た地点で発電所に導水し，共通幹線水路下流の右岸幹線水路を

約300m流下した地点で発電するもので，農業用水に従属しな

い“豊水水利権”により発電する小水力発電所である。本報で

は，この発電所の水利権取得を事例として，豊水水利権取得に

向けた課題や資料作りなどについて報告する。

（水土の知86-7，pp.32〜33，2018)

従属，登録制，豊水水利権，安定水利権，河川協議，河川

流況，正常流量

（技術リポート：中国四国支部）

排水トンネルと水抜きボーリングを用いた

地すべり防止施設

正木 重雄

本報は国営農地保全事業「高瀬地区」において，最も大きな

地すべりブロック（D）を対象として実施された排水トンネル

建設工事に関し，主に水抜きボーリングの施工事例について報

告するものである。排水トンネル（ほろ形など r＝1.25m，延

長＝462m）内部から施工する水抜きボーリングは全146 孔，

総延長9,275 m（50〜75m/孔）であり，施工に際しては現場条

件や工期に応じて機械や施工の体制・順序を工夫した。また，

施工していく中で発生したケーシング引抜きと保孔管の共下が

りの問題についても，保孔管の材質や施工順序を受発注者がと

もに工夫しながら対処した。

（水土の知86-7，pp.34〜35，2018)

水抜きボーリング，地すべり防止，排水トンネル，サビレ

ス管，工程短縮



（技術リポート：九州沖縄支部）

谷川地区ため池改修工事における基礎処理の課題と対策

平良 慶子

沖縄県北部地域に位置する谷川地区において，農業用ため池

の改修工事を実施した。漏水対策工のうち，ため池基礎岩盤の

高透水部に基礎処理としてグラウチングを施工した。本地区で

は施工時，注入セメントミルクが地表面に漏れるリークが起こ

りやすく，改良目標値になかなか達しないという課題が見られ

たため，リーク時の対応方法や補助カーテングラウチングな

ど，その課題に対し行った施工上の対策を紹介する。

（水土の知86-7，pp.36〜37，2018)

ため池改修，漏水対策，基礎処理，グラウチング，リーク，

前刃金工

（講座）

農業農村整備のための生態系配慮の基礎知識（7）

水田・水利施設の外来生物とその対策

中田 和義・金尾 滋史・伊藤 健二

水田および農業水利施設においては，さまざまな分類群の在

来種が生息している一方で，外来動植物が定着・増殖している

場合も多い。これらの外来生物は，在来種の減少要因の1つに

なっているとともに，農業に悪影響を及ぼす場合もある。本講

座では，水田・水利施設に定着した外来生物が在来種や農業に

与える影響について，①外来魚類，②アメリカザリガニ，③カ

ワヒバリガイに着目して解説した。外来魚類については，魚種

別に生息環境や在来種への影響などを解説した。本講座ではま

た，これらの外来生物に対する駆除手法などの対策についても

併せて紹介した。

（水土の知86-7，pp.39〜44，2018)

外来生物，魚類，アメリカザリガニ，カワヒバリガイ，駆

除対策
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